平成14年12月吉日
各　位
(社)土木学会四国支部　
　　　　支部長　　荒木　英昭
四国コンクリート研究会　
会　長　　水口　裕之
2002年制定コンクリート標準示方書 [耐震性能照査編] の発刊ならびに「阪神淡路大震災の被害分析」に関する四国地区講習会のご案内
拝啓
時下ますますご清祥の段，お喜び申し上げます。
土木学会では，2002年制定コンクリート標準示方書［耐震性能照査編］を刊行することになりました。それにつきまして，本部主催の講習会は，12月12日に東京で，１月30日に大阪で開催されますが，土木学会四国支部では，四国コンクリート研究会との共催で，この講習会を四国でも開催することに致します。支部講習会としては，四国地区が最も早い開催であります。

なお，この講習会では，本部主催と同様に，コンクリート委員会阪神淡路大震災被害分析小委員会の活動報告も併せて行います。同小委員会の報告内容は，耐震性能照査編を実際の被災構造物に適用し，その有効性を検証するという側面も有しております。
万障お繰り合わせの上，奮ってご参加下さいますようご案内申し上げます。
記
1． 主催―――(社)土木学会四国支部
2． 共催―――四国コンクリート研究会
3． 日時―――２月４日（火）10:00～16:05（開場9:30～）
4． 場所―――ウエルシティ高松（旧：香川厚生年金会館）「２Ｆ讃岐ホール（Ｂ）」
（当日連絡先：tel087－821－8500）
5． 定員―――100名（申込み先着順）
6． 聴講料――3,000円（非会員5,000円，学生会員1,000円）
7． テキスト－
(1)コンクリート標準示方書 －耐震性能照査編－：6,000円
Ⅰ．条文・解説，Ⅱ．照査例，Ⅲ．改訂資料，Ⅳ．地震波形データCD-ROM

(2)コンクリート技術シリーズ48号「コンクリート構造物の耐震性能照査技術の現状」：2,000円
(3)コンクリート技術シリーズ49号「阪神・淡路大震災の被害分析に基づくコンクリート構造物の耐震性能照査方法の検証－解析手法の適用と比較－」：3,000円
希望者には地盤震動解析プログラム（FDEL）付のCD-ROM「阪神淡路大震災被害分析小委員会の報告」を別途当日に3,000円で販売いたします。
　なお，テキスト代に掛かる消費税は，主催者側で負担いたします。

8．申込み方法ならびに聴講料・テキスト代の支払い方法：
参加ご希望の方は参加者氏名，勤務先，住所，電話番号，FAX番号を明記し，下記までFAXまたは電子メイルでお申し込みください。聴講料・テキスト代については，当日持参されるか下記口座まで振り込んでください。見積書・請求書が必要な方は申込時にお申し出ください。なるべく，申込み期限までに口座振込でお願いいたします。
9．プログラム：
	9：30開場
	
	

	時　間
	内　容
	講演者

	10：00－10：05
	開会挨拶
	水口裕之（四国コンクリート研究会会長）

	10：05－11：10
	耐震性能照査編の改訂
	島　　弘（高知工科大学）
古本吉倫（岐阜大学）

	11：10－12：00
	照査例
	渡辺忠朋（北武コンサルタント）

	
	昼食休憩
	

	13：00－14：00
	耐震性能照査技術の現状
	島　　弘（高知工科大学）
渡辺忠朋（北武コンサルタント）
土屋智史(コムスエンジニアリング)

	
	休憩
	

	14：10－16：00
	３１１委員会報告
地震動推定手法・地盤震動解析の実例
地震応答解析手法
被害分析
	古本吉倫（岐阜大学）
土屋智史(コムスエンジニアリング)

渡辺忠朋（北武コンサルタント）

	16：00－16：05
	閉会挨拶　
	島　弘（土木学会四国支部幹事長）


講師・時間等講演内容が一部変更となる場合がございます。予めご了承ください。
10．問い合わせ先
阿南高専  天羽和夫 TEL0884-23-7189／FAX0884-23-7199 E-mail:amo@anan-nct.ac.jp　
徳島大学  橋本親典 TEL088-656-7321／FAX088-655-6151E-mail:chika@ce.tokushima-u.ac.jp

11．申込先
〒760－0066

　　　　高松市福岡町３－１１－２２　建設クリエイトビル
　　　　(社)土木学会四国支部（担当　林）
　　　　TEL:087－851－3315　FAX:087－851－3313　E-mail:doboku7@mail.netwave.or.jp

12．振込先
· 銀行口座　百十四銀行東支店松福出張所（普）０３８８１２６
· 郵便振替口座　０１６３０－８－３４１９５
· 口座名　社団法人土木学会四国支部
13．申込期限
    平成15年1月27日（月）必着とする。
1

